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1.1 本研究の背景

背景
ウェルビーイング（Well-being）は、身体的、精神的、社会的な健康の調和がとれた状態を指し、日々の生活の
中でその実現が重要視されている。食事はウェルビーイングに直結する要素のひとつであり、健康を維持するた
めの栄養バランスだけでなく、食事を楽しむこと、家族や仲間と共有することで得られる精神的な満足感も含ま
れる。特に現代では、働き方の多様化や忙しい生活環境により、家庭での献立作成が精神的負担となる場合があ
り、この負担がウェルビーイングの低下につながる可能性がある。
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1.2 本研究の目的

目的
さらに、ウェルビーイングの観点からは、栄養的な最適化だけでなく、「その献立がどれだけ自分にとってふさ
わしいか」を評価する UX（ユーザーエクスペリエンス）も重要である。例えば、食材の入手しやすさや調理の
簡便さ、食事の時間帯やその日の気分に合った提案があることで、利用者は自分の生活にフィットした献立を選
択でき、食事準備に対するストレスが減るだけでなく、食事そのものへの満足度も高まる。
以上の背景から、本研究ではウェルビーイングの向上を目的として、UX を重視した献立作成システムを提案す
る。このシステムは、栄養と効率性、個別化された提案を統合し、日々の献立作成をサポートすることで、利用
者の生活全体をより豊かにすることを目指す。
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2.1 ウェルビーイングと UX

ウェルビーイング
ウェルビーイング（well-being）とは, 個人の健康や幸福, 生活全体の質を示す包括的な概念であり, 身体的, 精
神的, 社会的, 経済的な側面が相互に関連する多次元的な状態を指す. 一般的に, ウェルビーイングは単なる健康
状態にとどまらず, 個人が自らの生活に満足しているか, 心理的に充実しているか, 社会的に適応しているか, そ
して経済的に安定しているかをも含む広範な指標である.

ウェルビーイング，UX, 献立作成プログラムへの関連
ウェルビーイングは、健康状態や生活習慣、精神的充足感を考慮した献立作成に重要である。本プログラムで
は、栄養バランス、ユーザーの嗜好や生活習慣にマッチした提案提案を行い、ユーザーの全体的な幸福度向上を
目指す。また、ユーザーのニーズや生活習慣に合った提案を通じて、満足度を高め、継続的な利用を支援する。
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2.2 多目的最適化としての献立作成

多目的最適化
献立作成システムは，決められた制約条件の中で，目的関数を最大または最小となるパラメータの，組み合わせ
の解を探索する，組み合わせ最適化問題として捉えられる．献立作成における制約条件として，栄養素を最低で
どれだけとるか，カロリーをどのくらい制限するか，などが挙げられる．また，目的関数として，調理時間と調
理コストの最小化が挙げられる
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2.3 スクレイピングによるデータ収集

Web 上のレシピデータを活用
システムに使用するするレシピとしてレシピサイト「ボブとアンジー」「eatsmart」「おいしい健康」から，料理
レシピデータ（必要材料，摂取栄養量，カロリーなど）をスクレイピングし、参照する。食品価格動向を調査し
ているサイト「小売物価統計調査による価格調査」から様々な食品とその価格データをスクレイピングする．次
に，料理レシピデータの食材と食材価格データの食材を照らし合わせて食材コストを計算する．
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3.1 制限食を考慮した対話型献立作成

対話型システム
スライダー機能を活用して、調整可能なパレート解を基に順位付けされた献立を表示し、ユーザーのニーズに応
じた柔軟な選択を可能にする。さらに、制限食の提案では、個人の健康状態や生活習慣病への対応を重視。制限
食は、疾病の予防や改善、悪化防止に寄与し、健康管理において重要な役割を果たしている。
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3.3 ロジスティック回帰分析

ロジスティック回帰分析とは
ロジスティック回帰分析は、質的変数（二値変数）を目的変数とし、その発生確率を説明変数から予測する統計
的手法である。

**本システム内での使用例**：
UX項目（例：調理できそうか）の推定
ユーザーが献立を調理可能と評価する確率の予測

　　　　
**応用例**：ユーザの購買予測、患者の病気の発症の有無
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4.1 UXデータの収集

UX 項目の質問
１．食材は入手しやすいか？
　日常的に手に入りやすい食材を選ぶことで、献立の実行可能性を高めるため。
2. 普段では思いつかない献立か？
　マンネリを防ぎ、新しい料理を提案して満足度を向上させるため。
3. 時間帯にふさわしい献立か？
　朝昼夕それぞれの時間帯に適した料理を提供するため。
　 4. 調理できそうか？
　ユーザーのスキルや手間を考慮した現実的な要素を反映し、実際に作りやすい献立を提案することで、システ
ムの利用価値を高めるため。
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4.2 UXを考慮した献立作成

NSGA-II

NSGA-II を用いて、ユーザが選択した目的関数の最適化を行う。
　 NSGA-II（Non-dominated Sorting Genetic Algorithm II）は、多目的最適化問題を解くための進化的アルゴ
リズム。遺伝的アルゴリズムの一種で、複数の目的関数を同時に最適化する際に用いられる。NSGA-IIは、目的
関数間でトレードオフがある場合でも、効率的にパレート最適解を探索できるため、複数の解候補を提供するの
が特徴。システムや問題に合わせて柔軟に適用できる。



1. はじめに

2. UX を考慮した
献立作成支援

3.UX が反映され
るシステム

4. 提案手法

5. 数値実験

6. おわりに

18/27

4.2　 UXを考慮した献立作成



1. はじめに

2. UX を考慮した
献立作成支援

3.UX が反映され
るシステム

4. 提案手法

5. 数値実験

6. おわりに

19/27

4.2 UXを考慮した献立作成

SMOTE

SMOTE（Synthetic Minority Over-sampling Technique）は，不均衡なデータセットに対処するための手法で，
少数派クラスのサンプルを合成的に生成する方法である．具体的には，少数派クラスのデータポイント間で新た
な合成サンプルを作成することで，データセットのバランスを取る．SMOTEは，各少数派クラスのデータポイ
ントを選び，その近隣のサンプルとの線形補間を行って新しいデータポイントを生成する．
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4.3　提案システムの流れ
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5.1 数値実験の概要

被験者にシステムを使用してもらい、ユーザーが重視する UX項目が適切に反映されているかを評価した。その
結果、ユーザーが繰り返しフィードバックを行うことで、モデルが出力する献立が UX項目においてより高い評
価を得るようになる過程を確認した。このあと動画で説明する。



1. はじめに

2. UX を考慮した
献立作成支援

3.UX が反映され
るシステム

4. 提案手法

5. 数値実験

6. おわりに

23/27

5.2 数値実験の結果

UX 項目を考慮した献立推薦の効果を検証するため，ロジスティック回帰分析の結果をもとにした献立推薦の前
後で精度，適合率，再現率，および F値を比較し，片側の t検定を実施した．帰無仮説として「UX項目を考慮
した推薦によって指標に有意な差が生じない」を設定し，対立仮説として「UX 項目を考慮することで指標が改
善される」を設定した．



1. はじめに

2. UX を考慮した
献立作成支援

3.UX が反映され
るシステム

4. 提案手法

5. 数値実験

6. おわりに

24/27

5.2　数値実験の結果



1. はじめに

2. UX を考慮した
献立作成支援

3.UX が反映され
るシステム

4. 提案手法

5. 数値実験

6. おわりに

25/27

5.2 数値実験結果の考察

システムの流れ
再現率を除く精度、適合率、F 値で有意な向上が確認され、UX 項目を考慮することで推薦精度や信頼性が向上
したことが示された。一方、再現率には有意差が認められず、さらなる改善の余地があることが分かった。特に
適合率の向上は、誤った推薦が減少し、推薦の信頼性が向上したことを示唆している。これにより、UX 項目の
考慮がユーザー体験の向上に貢献する可能性が示された。
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　 5.2　数値実験結果の考察
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おわりに

まとめ
本研究では、Web 上のレシピデータを活用し、UX 項目を考慮した自動献立システムの開発と提案をした。
・ユーザーの身体情報や UX 項目を考慮した個別化された提案を行えうことにより，ユーザー一人ひとりの健康
状態に適した献立の作成が可能となった
・最適化させる目的関数に UX 項目をユーザが選択できるようにした
・ユーザが選択した UX 項目が実際に考慮されているかを有意差検定で評価した

今後の課題
・モデルの精度向上・ロジスティック回帰分析に使う変数の選択
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